
今年度は大月会長のもと、総務広報委員会の担当
副会長として活動させて頂きました。

私は総務委員会未経験だったのですが、実力者で
経験豊かな西村委員長にはしっかり動いて頂きまし
た。また、委員会メンバーの参加率もよく担当副会
長としてはとても頼もしく”感謝”の 1 年でした。

県青連出向も 2 年目となり、徐々に他の単会の方と
の親睦も深まってまいりました。次年度も県青連へ
は携わっていきますのでこの“ご縁”を大事にし“絆”
を深めていきたいと思います。

１年間ありがとうございました。

副会長　田原　秀郷

You and IYou and IYou and I

平成30年度は、『「You
and I」人は出会いによっ
て成長する～新見PRIDE
を次世代へ～』をスローガ
ンに活動を行って参りまし
た。

今年、会長の職を受け持
たせていただいたおかげ
で、多くの方々と出会うこ
とができ、新しい仲間もで
きました。その中で、様々
な経験を積ませてもらい、
大きな刺激をいただき、精

神面でも鍛えられ、学ぶことも沢山あり、更なる人
生の勉強ができた一年でした。

平成30年7月豪雨災害では、新見市においても甚
大な被害を受けました。被災された方々へ心よりお
見舞い申し上げます。

災害直後は早期復旧に向けて青年部有志でボラン
ティアへも参加させていただきました。そうした中
で、人の温もりや優しさを肌身で感じ、仲間の大切
さ人と地域の繋がりの必要性というものを改めて気
づかされました。今後もボランティア等の活動をし

ていく中で、我々商工会議所青年部としての役割を
しっかりと見極め、ふるさと新見が元気で活気溢れ
るまちになるよう取り組んでいきたいと思います。

今年度は、新見公立大学の学生を対象としたバス
ツアーや視察研修事業など様々な事業へ取り組んで
参りました。その中でも当青年部では初めて婚活事
業を実施いたしました。親会をはじめ県内YEGの方
へもご協力をいただき、７組ものカップル成立とい
う成果を上げることが出来ました。今後も様々な青
年部活動を通して地域の活性化を図って行きたいと
思います。

終わりになりましたが、一年間無事に活動を終え
ることが出来たのも、支えてくれた青年部会員や親
会をはじめとする関係者のご協力のおかげでありま
す。心よりお礼申し上げます。

令和元年は、田原秀郷会長のもと、会員間のさら
なる絆を深め、商工会議所活動の一翼を担う活発な
活動を行い、日々邁進して参ります。今後とも新見
商工会議所青年部に対しましては引き続きご支援ご
鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

多くの人との出会いと繋がりの大切さを感じさせ
ていただきました。１年間本当にありがとうござい
ました。

新見商工会議所青年部
平成 30 年度会長

大月　勝功
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平成 30 年度地域楽盛委員会の担当副会長として、
岡崎委員長をリーダーに、引き継ぎ事業を中心でした
が委員会メンバー全員で「楽しく」「盛り上げる」為
に今までの継続事業に更なる肉付けをして楽しい事
業を行うことができました。 ふるさとまつり星空屋
台村・もみじフェスタは、豪雨災害の影響により開催

することができなく残念でしたが、どんな状況であ
っても即決行できる準備を委員会メンバーみんなで
考え実行できた事で、メンバー同士の繋がりができ、
出会いにより成長できた事だと思いました。 一年
間、支えて頂いた沢山の方に感謝いたします。 あり
がとうございました！

副会長　田原　宰

副会長　中村　勝志
副会長として力不足な点もありましたが、森田委

員長・委員会メンバーが大活躍していただき、大変
ありがとうございました。

この経験を今後の青年部活動に役立てたいと思い
ます。

会員の皆様、一年間　大変お世話になりました。

平成 30 年度総務広報委員会では、総会・定例会・
役員会の運営や、ＨＰやＳＮＳを通じての情報発信、
広報誌の発行を行いました。また本年度は第 4 回県
連出向者会議を 5 年ぶりの主管単会として担当させ
ていただきました。

1 年を通じて、委員会メンバーを始めたくさんの
方にご協力いただいたおかげで、なんとか無事に乗
り切ることが出来ました。これからも地域に必要と
される団体として、一人でも多くの人に新見ＹＥＧ
を知って頂けるよう活動していきたいと思います。

1 年間有難うございました。

大月会長から委員長の役職を拝命されて、早いも
のでもう一年が過ぎました。最初はどうなることか
と思いましたが、副会長、副委員長をはじめ、委員
会のメンバーや他委員会の方々に支えられ、無事職
務を全うする事が出来ました。昨年は豪雨災害の影
響で、満足な結果が得られませんでしたが、委員長
と言う職を経て人間的にも、一回り成長できたと思
っております。これも単に、新見ＹＥＧの皆様のお
陰と感謝しております。一年間有難うございました。

YEG で初の委員長をさせていただきました。前年
度の「未来の和　発展委員会」の「わ」を引き継ぎ
自分の想いを入れた結果、奇妙な委員会名となりま
した。

グループディスカッションに始まり、視察研修事
業、太田徹先生の講演会、移住者との交流会と委員
会メンバーに支えられ、YEG メンバーにご協力いた
だき、何とか１年間務めることが出来ました。これ
からも「わ」をもって YEG 活動に精進してまいりま
す。皆さん本当にありがとうございました。

本年度、きずな推進委員会委員長を務めさせて頂
きました。初めての委員長で不安もありましたが、
中村副会長はじめ頼りになる委員会メンバーに支え
られて一年間活動することが出来ました。クリスマ
ス家族会の開催、新見 YEG 初となる婚活イベント
の開催等、貴重な経験をさせて頂きました。大月会
長の掲げるスローガンにある「人は出会いによって
成長する」の言葉通り、YEG 活動を通じた出会いの
中で自分自身少しは成長できたのではないかと思い
ます。一年間ありがとうございました。

平成 30 年度、大月会長のもと監事を務めせて頂き
ました。1 年間があっという間に終わりをむかえ、監
事としての役割を果たせず、また事業にも参加でき
ずに 30 年度が過ぎてしまいました。反省する事が沢
山ある 1 年間でした。来年度は、積極的に事業・定

例会に参加できるように頑張って行こうと思いま
す。そして平成から令和へ変わる年度、その年度で
卒業させて頂く事を非常に嬉しく思います。
最後になりますが、新見 YEG メンバーの皆様、1 年
間ありがとうございました。

総務広報委員会 委員長 西村　正敏

地域楽盛委員会 委員長 岡﨑　大

「わ」をもって学ぶ委員会 委員長 太田　晃弘

きずな推進委員会 委員長 森田　英寿

監事　　生田　務

副会長　中川　大祐
今年度は太田委員長率いる「わ」をもって学ぶ委

員会（研修系）の担当副会長として、大月会長と委
員会との橋渡し役ができたかなと思っております。

下記の太田委員長から報告が有るような事業を行
いました。新規の事業も有り、私自身も活動をする

中で勉強をさせていただきました。また、何か少し
でも青年部員のためになり、企業および地域の活性
化に繋がればと思って活動をしました。ご協力およ
び参加していただいた皆様には感謝しております。
この場をお借りして感謝申し上げます。



新見 YEG に入会して 20 年。入会当初は今の若い
メンバーの親世代と活動を共にしていました。その
時と比べると新見 YEG も時代と共に変化してきた
ように思います。様々な変化は必要なことですが
YEG の本質は不変のものです。監事という役を通じ

て、若いメンバーにそれを伝えることが自分の責務
と感じ活動を続けてきました。YEG ライフも残すと
ころ 3 年。今年も大月会長のもと、楽しく充実した
活動ができました。この場をお借りして厚くお礼申
し上げます。

監事　　田原　隆盛

交流会

研修事業

新見市に移住された方々と新見 YEG メンバー
とで交流会を開催しました。西方の Loyce にて
移住者 13 名、YEG メンバー 14 名が参加し、なぜ
新見市を移住先に選ばれたのか、現状新見につ
いて思う事、将来の新見の可能性など様々な意
見を交わしました。お互いにほぼ初めましての
状態からスタートしましたが、閉会予定時刻を
過ぎても熱く語りあうという盛り上がりを見
せ、大変有意義な楽しい時間となりました。新見
に住む同志として、まずはお互いを知るという
初めの一歩を踏み出せたと思います。

町づくりにおいて先進的な取り組みをして
いる、徳島県神山町にて視察研修をおこないま
した。神山町の取り組みはアートを柱にして人
と人とのつながりを効率的に活用し、また新た
に人が集まってくる環境を作っていました。全

ての事を新見市に当てはめることはできません
が、「前例がなければ作ってしまえ」の精神は非
常に勉強になりました。新見を訪れた方が、住ん
でみたい、また行きたいと思える町づくりの一
助としたいです。

移住者との交流会

視察研修事業



編集
総務広報委員会では、一年間、新見 YEG の活

動を読んでいただける方に伝わりやすく、より、
親身に感じていただけるようにと取材を行って参
りました。

昨今では、SNS の発達など、情報発信の多様
化が進んでいますが、やはり広報誌の存在は大き
く、今後もなくなることはない情報発信媒体だと
感じています。

いずれにせよ、新見 YEG の活動がより広く発
信できるように、次年度以降も務めてまいりま
す。一年間ありがとうございました。

婚活事業

２月３日（日）新見市地域福祉センターにて、

青年部主催の婚活イベント「スウィーツdeカッ

プリングパーティーin新見」を開催しました。新

見市内外から53名の独身男女（男性27名・女性

26名）が集まり、新見市の特産品を使った昼食

やスウィーツ作りを楽しみながら交流を深め

ました。終始和やかな雰囲気で会は進み、結果

７組のカップルが誕生しました。初めての事業

で反省点もありますが、しっかり反省して来年

度に繋げたいと思います。

婚活事業

青年部では共に活動していただける会員を随
時、募集しております。

青年部には様々な年代・業種の方が所属してお
り、交流と研鑽を通じて豊かで住みよい地域づく
り及び自社の発展を目指して日々活動しておりま
す。

（入会資格）新見商工会議所の会員企業の経営者・
後継者及び事業所の推薦するもので
年齢 50 歳以下の方

（年会費） 20,000 円

会員募集

平成 30年 10月入会

秋山商店
秋山 一樹

新入会員 紹介


